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937 En　terococeus　faecalis　FK−23株 由来紐圧 低下物質の 作用機序
（ニ チ ニ チ製薬 ・ 中研）　○嶋田貴志，門脇康弘 ， 山本哲郎

【目的】我々 は En　tero　coecus 　faθcalis 　FK−−23株熱水処理 菌体が ， 高血圧 自然発症ラット
（SHR）に対して ， 経口投与で血圧 低下作用 を示 す ことおよび その作用 物質がRNA画分 で あ
るこ とを報告 して い る．今回は ， その R甑 画分の作用機序につ い て 検討 したの で報告する 。
〔方法】E．　faθcalfs 　FK−23橡よ り熱水抽出 ， 限外濾過お よび陰借ン交換樹脂でRHA画分を

得た ， 高血圧 を示すラットとしてS賦 を ， 正 常血 圧を示すラヅトと してSD系ラットを用い
，
ペ ントパルビ

タールで麻酔後 ，
i分 ご とに血圧 を測定 した．テオフィリンは100幽に ，RNA画分はお よそ125幽に生理

食塩水で調製し， 麻酔6分後にO．2ml／kgを麾静脈 内に投 与 した．【結果 と考察】SHRで は
，

お よそ 220  Hgで あっ た血圧値は ， 麻酔に よ り70  Hg程度 の急激な低下 を示 し ， その 後 ，経
時的に上昇 し

，麻酔45〜 50分後の 覚醒時には麻酔前 と同等の 値とな っ た．これ に対 して ，

RNA画分 の投与 は ，麻酔に よる急激 な血圧 低下後の 上昇 を開 らか に抑鯏 し， 覚醒時 には麻
酔前と比 較 してお よそ40mmHgの 低値 とな っ た ．しか し， 脳A画分の こ の作用 はアテツ シン漣プ
ターのアン夘

“

ニストであるテオフィリンを前投与するこ とに よ り消失 し，覚醒時には麻酔前 と同等の

血圧値 となっ た，こ の こ とか ら，RNA画分の 血圧 低下作用は ，
アテツシンレセプタ

ー
を介する血 管拡

張作用 による もの で あると示唆 された ．…方，
SD系ラヅトで は ，麻酔に よ る血 圧低下 お よび覚

醒時の 血圧 上昇は認められ た が ，R融 画分投与に よ る血 圧土昇抑制は 認め られ なか っ た．
SHRとSD系ラヅ1で アデ7シンレセアダ の 数やその感受性が 異な っ て い る可能性が 示唆 され た．
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938 シスプラチンに よ る各種臓器障窖に対す る En　terococcus 舶 θo∂〃ε FK−23株 の

軽減 効果

　　　　　　　 （ニチニチ製薬
・
中研 〉○大橋

一
智 ，能昧堂郎 ，里 中勝人 ， 山本 哲郎

【目的】シスプラチンは膀 胱癌 ， 卵巣癌等 に 対 して 有効性 が 認め られて お り s 癌の 治療に広 く使用

さ れ て い る抗癌剤の
一

つ で あ る が 潤 障害 をは じめ消化器障 害お よ び 骨髄抑制等 の 副作用 を

誘発す る こ とが知 られて い る 。 十全大補湯やレンチナンと い っ た 免疫賦活剤 がシスプ ラチンの 腎障害

を抑 制す る こ とが報害 されて お り ， 強 い 免疫 賦活 効果 を有す る乳酸薗で ある En　te　rococeus
faθca7fs 　FK−23株 の 熱水処理菌体 （FK− 23標 品）がシスブラチンの 副作 湧を軽 減す る可能性 が考え

られ た 。 そ こ で
，本報告で はシスプラチンの 各種臓器 障害に対す るFK−23標品の 軽減効果 を調 ぺ た

。

【方法 】4週齢の 雄牲 S賺 ラットを！ntactge ，対貝馨群 ，前投与群及び 前後投 与群 の 4群 に分 げ（霙
験一9日 ）， 実験 O日 に ln七act 群 を除 く各群 の ラリトの 腹腔 内 i： 6mg／kgの シスプ ラチンを投与 し，FK−−23縹
品 は500mg／kgを前投与群に は実験 一9日か ら  日まで ， 前後投与群には実験一9B か ら3臼 まで 質

ゾ ンデ を用 い て 強制経口 投与 した 。 霙験4日に腹大動脈 よ り採血 した 後 に臓器 を摘 出 し
，速 や

か に 10％中性緩衝ホ取 リン液 に浸潰 し固定 した 。 固定後 ， 定法に従 っ て パ ラフィン包埋 ，
ヘマトキシリン・エオ

シン染色 を行 い
，光学顕微鏡 で 観察 した 。

縣吉果 】対照 群の 骨髄で は ， 全例で 異 常が観察 され た が ，前投与群で は 6匹中 2匹 で ，前後投 与

群で は 6匹 中｛匹 で しか 異常は 観察 されなか っ た 。 また ，腎 臓で は 対照 群で 6匹中3匹で 異常が

観察さ れ た が 前投 与群で は 6匹中i匹で ，前後投与群で は6匹 中1匹で しか異常は観 察さ れなか

っ た 。 その 他 に 対照群で は 胸膓 脾臓及 び十 二 指腸 に強 い 組織障害が 観察 され たが
，前投与

及 び前 後投 与 した群で は軽減 されて い た 。
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